
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
繊維に静電気防止，滑り性向上などを目的に塗布されている油剤を一旦洗浄した後に、前
記繊維から糸を製造し、前記糸に鉱油、ハードアルキルベンゼン、エステル油の冷凍機油
のみを塗布した後に、さらに前記糸を編み上げて編組部を製造するリード線編組部の製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空調冷凍機器に使用される全密閉型冷凍圧縮機用の電動機および電動機のリー
ド線およびリード線編組部繊維に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空調，冷凍機器に使用されている電動機は、繊維を編み上げてなる編組部を有す
る絶縁被覆構成のリード線を使用したものであり、実開平４－１２８０６３で述べられて
いるような漏れ電流の発生を防ぐ目的や、冷媒Ｒ１３４ａを使用した冷凍サイクルの１部
が閉塞するという問題を対策する目的などから、編組部に使用する繊維に静電気防止，滑
り性向上などを目的に塗布している油剤を除去するためのリード線洗浄を行ったものが採
用されてきている。
【特許文献１】実開平４－１２８０６３号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　以下に従来の電動機のリード線の課題について説明する。
【０００４】
　図２は従来の電動機のリード線の構造を示すものである。図２において、１４は糸を編
み上げた編組部、１２はフィルム部である。
【０００５】
　冷媒Ｒ１２用のコンプレッサーに使用されてきた電動機のリード線編組部には、糸を編
み上げる際の糸切れなどの作業性の問題を解決するため、油剤が塗布されている。冷媒Ｒ
１２を使用した冷凍サイクル内において、この油剤および編組部に含まれる油脂類におけ
る閉塞現象はみられていない。
【０００６】
　しかしながら、冷媒Ｒ１３４ａを使用した冷凍サイクル内において、この油剤を塗布し
たリード線を用いると、冷凍サイクルの一部が閉塞することが確認されている。
【０００７】
　したがって、冷媒Ｒ１３４ａに使用される電動機のリード線については、編組部に使用
する繊維に静電気防止，滑り性向上などを目的に塗布している油剤を除去するためのリー
ド線洗浄を行っている。
【０００８】
　しかしながら上記従来の構成では、編組部の糸を編み上げる際糸切れなどの作業性の問
題が生じるため油剤を使用しなければならず、また従来の油剤を使用すると漏れ電流の発
生や冷媒Ｒ１３４ａを用いた冷凍サイクル内において冷凍サイクルの 部を閉塞する原因
となることから、リード線洗浄を行わなくてはならないという問題を有していた。
【０００９】
　本発明は上記従来の問題点を解決するもので、漏れ電流発生防止や冷媒Ｒ１３４ａを使
用する冷凍サイクルの閉塞現象の原因とされる物質を使用しない電動機のリード線を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本件出願に係 発明のリード線編組部の製造方法は、繊維
に静電気防止，滑り性向上などを目的に塗布されている油剤を一旦洗浄した後に、前記繊
維から糸を製造し、前記糸に鉱油、ハードアルキルベンゼン、エステル油の冷凍機油のみ
を塗布した後に、さらに前記糸を編み上げて編組部を製造するリード線編組部の製造方法
である
【発明の効果】
【００１１】
　本件出願に係る発明によれば、編組部に使用する繊維に静電気防止，滑り性向上などを
目的に塗布している油剤を一旦洗浄し、その後鉱油，ハードアルキルベンゼン，エステル
油の冷凍機油を塗布した後 リード線被覆に編み上げることにより、糸を編み上げる際の
糸切れやケバなどの作業性の問題についても改善することができる。
【００１２】
　また、鉱油，ハードアルキルベンゼン，エステル油 冷凍機油を使用することにより冷
媒Ｒ１３４ａの冷凍サイクルの閉塞現象を防止することができる電動機を実現できるもの
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１４】
　（実施の形態１）
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　図１において、１１は電動機のリード線の編組部、１２はフィルム部、１３は電線部で
ある。編組部に使用する繊維に静電気防止，滑り性向上などを目的に塗布している油剤を
一旦洗浄し、その後鉱油，ハードアルキルベンゼン，エステル油 冷凍機油を塗布した後
、あるいは編組部に使用する糸を、油剤を塗布せずに製造した後、鉱油，ハードアルキル
ベンゼン，エステル油 冷凍機油を塗布した後リード線被覆に編み上げることにより、糸
を編み上げる際の糸切れやケバなどの作業性の問題について改善することができる。
【００１５】
　また、鉱油，ハードアルキルベンゼン，エステル油 冷凍機油を使用することにより冷
媒Ｒ１３４ａの冷凍サイクルの閉塞現象を防止することができる。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　本発明のリード線編組部の製造方法は、編組部に使用する繊維に静電気防止，滑り性向
上などを目的に塗布している油剤を一旦洗浄することが不要となり、編組部の糸を編み上
げる際の糸切れやケバなどの作業性の問題についても改善することができる。また冷媒Ｒ
１３４ａを使用した冷凍サイクルの閉塞現象を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明実施の形態１による電動機のリード線の構成図
【図２】従来例の電動機のリード線の構成図
【符号の説明】
【００１８】
　１１，１４　電動機のリード線編組部
　１２　フィルム部
　１３　電線部
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【 図 １ 】

(4) JP 3928653 B2 2007.6.13



【 図 ２ 】

(5) JP 3928653 B2 2007.6.13



フロントページの続き

    審査官  天坂　康種

(56)参考文献  特開平０６－２８３０３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０４－１２８０６３（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０６－２２８８６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２３６６９３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｋ　　３／４４　　　　　　
              Ｆ０４Ｂ　３９／００　　　　　　
              Ｈ０１Ｂ　１３／２６　　　　　　

(6) JP 3928653 B2 2007.6.13


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

